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令和５年度 授業改善実践研究校報告書 落合中学校 

１ 学校の課題 

３ 取組内容 

２ 研究主題 

平成３１年（令和元年）度の全国学力・学習状況調査（以下、「本調査」という。）における本校の

正答率は、全国平均との差が国語は約８ポイント、数学は約１２ポイントであった。そこで広島市教

育委員会の研究指定を受け、指導・助言をいただくとともに、授業改善に努めた結果、数値としては

平成３１年の本調査と比較して令和５年度は、国語で約２ポイント、数学で約６ポイント国との差を

縮めることができた。 

 しかし、令和５年度の本調査において、「平日に家庭学習を全くしない。」と回答した生徒の割合は

１９．８％と全国平均よりも約１４ポイント高くなっており、休日に関しては、「家庭学習を全くし

ない。」と回答した生徒の割合は３２．３％と全国平均よりも約２０ポイント高くなっている。この

ことについては、令和５年度における経済支援家庭の割合が４４．８％と高い数値を示しており、経

済的に苦境に立たされている家庭が多いことと密接な関係があると捉えている。また、本調査におい

て毎日朝食を食べていますかという質問について、ほとんど食べない、食べないと回答した生徒の割

合は１６．７％であり、全国平均より約７ポイント高いことや、「家庭において自分で計画を立てて

勉強をしていますか。」という質問対しては、全くしていない、あまりしていないと回答した生徒の

割合が６３．６％であり全国平均より約１９ポイント高いことなど、家庭が学習する場としての機能

を充分持ち合わせていない実態が見られる。 

学びを継続できる生徒の育成 

～インタラクティブな教育の充実を通して～ 

 

 

(1)  振り返りシートを活用する。 

(2)  グループワークを積極的に導入し、グループ学習の環境整備の徹底に努める。  

(3)  グループワークの際に教員はファシリテーターとして生徒と生徒を繋ぐ。 

(4)  小テストの予定表や、課題の期限が記入してあるホワイトボード作成することで、毎日の課題

の認知をする。 

(5)  １週間に１度の自主学習ノートを提出する。 

(6)  年間１２回の校内研修の実施 

４月（研究テーマの周知） 

７月（アンケート結果や日々の授業実践などからの成果と課題と期末に向けての取り組み） 

１２月（１年間通しての振り返り） 

５月～１月（教科研究グループでの年間９回の授業研究） 
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～具体的な取り組み～ 

１ インタラクティブな学びの導入（評価指標：生徒アンケート肯定率） 

→グループ学習の積極的な導入 

≪期待される効果≫ 

・ 単なる情報の伝達ではなく、より深い学びの実現が期待できる。 

 

２ 学びの可視化（評価指標：生徒アンケート肯定率） 

→振り返りシートの活用 

→こまめな小テスト実施 

≪期待される効果≫ 

・ 単元の統合と連続性が促進され、学習の断片

化が軽減され学習の定着が期待できる。 

・ 生徒は自分が理解している部分と理解して

いない部分が明確になり、学習戦略の改善を

促進し、より効果的な学習の実現が期待でき

る。また、こまめな小テストの実施によって学

習の PDCAサイクルを確立させ、学習の定着が

期待できる。 

 

 

 

 

 

 

                           振り返りシート例 

 

３ 自己学習のサポート（評価指標：生徒アンケート肯定率） 

→自主学習ノート、ミライシードの活用 

≪期待される効果≫ 

・ 生徒が自分自身の学習を管理し、効率的な学習を行うことができ、学習の定着が期待でき

る。 

単元計画をした上で授業が実施されている。１時間１

時間の授業の目標は明確になっているので授業のめ

あては最初から記入されている。「まとめ」の欄には

めあてに対しての答えを書く。「振り返り」の欄には、

まとめをする際に大切なポイントを具体的に書く。 
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４ 検証結果 

◎ 評価指標：実力テストの平均点 50 点、正答率 30%未満の生徒の割合 30%以下 

【実力テスト平均点（３年生）】 

 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 

第１回実力テスト 43.1 38.1 34.0 37.1 41.6 

第２回実力テスト 39.1 36.1 39.9 49.7 42.7 

第３回実力テスト 38.8 37.3 43.0 45.1 35.4 

【実力テスト正答率 30%未満の割合（３年生）】 

 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 

第１回実力テスト 23.5% 42.2% 46.1% 41.2% 34.3% 

第２回実力テスト 31.3% 42.4% 41.4% 26.3% 44.0% 

第３回実力テスト 34.3% 42.6% 39.2% 31.4% 48.0% 

 

１ インタラクティブな学びの導入 

アンケート結果（生徒アンケートの肯定評価の割合） 

授業ではグループ学習がよくある。 90% 

グループ学習をする際に、教科書などの物は机の端に置いている。 88% 

グループ学習をすることによって分からないことが分かるようになった

り、学習の理解が深まったりする。 
88% 

 

２ 学びの可視化 

アンケート結果（生徒アンケートの肯定的評価の割合） 

振り返りシートを記入することで学習の定着につながっていると思う。 73% 

振り返りシートを記入することで自分のできる所、できない所が分かる。 69% 

小テストがいつ、何の教科が実施するのか把握している。 72% 

勉強して小テストに臨むことができている。 67% 

 

３ 自己学習のサポート 

アンケート結果（生徒アンケートの肯定的評価の割合） 

家庭学習で自主学習ノートに取り組むことができている。 56% 

自主学習ノートの取り組み方を理解している。 89% 

自主学習ノートがあることで家庭学習に取り組む習慣がついた。 52% 
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５ 研究成果 

１ インタラクティブな学びの導入 

インタラクティブな学びができるための環境整備を徹底

した。グループ学習をすることによって学習の理解が深まっ

たと感じている生徒が 88%に達した。 

しかし、テストの点には結びついていない。双方向のコミ

ュニケーションを取ることが難しく、できる生徒が勉強が苦

手な生徒に教える単方向のコミュニケーションがよく観ら

れた。勉強が苦手な生徒のアウトプットの活動がなかったこ

とがテストの点に結びつかなかった１つの要因であると分

析している。 

 

２ 学びの可視化 

一部の生徒は振り返りシートの活用による効

果に認識を持っているが、全体ではまだ完全に

は効果を認識できていない。生徒に対して振り

返りシートの目的や利点をより明確に伝える必

要がある。振り返りシートに記述された生徒の

意見を積極的に授業に反映することが、シート

の使いやすさや効果、生徒の授業の理解度の向

上に影響すると考えられる。 

小テストをいつ、どの教科で実施されている 

かを認知している割合が 72％であるが、小テストの実施が実力テストの点数に結びついていな

い。予告期間や準備ための資料提供などを改善する必要があると考えている。単元計画の時点で

小テストの実施タイミングを明確にし、新しい単元に入るときにはいつ、どの時点で小テストが

実施されるのか生徒に分かるようにする必要がある。 

 

３ 自己学習のサポート 

生徒が自主学習ノートの取り組み方を理解しているにもかかわらず、実際に取り組んでいる割

合が低い。自主学習ノートが家庭学習の一環として定着するには、生徒がその重要性や有用性を

十分に理解する必要がある。また、自主学習ノートの取り組み方を理解している生徒であっても、

ノートの使い方が難しいと感じている場合がある。ノートの作成方法や、記述内容について生徒

により詳細な指導やミライシードの活用のサポートが必要である。 

 

真ん中のスペースを空けることによ

って物理的な障害をなくし、グループ

学習の活性化のための環境整備 

学年ごとに小テストがいつどの教科で実施

されるかホワイトボードへ集約した 


